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★印はカトリック関連

平和の使徒推進本部 社会司牧担当では、教会が社会へ発信しているメッセージや社会の中で活動する団体の

情報をお知らせします。社会へのチャレンジの第一歩として、積極的にご参加ください。

*ＰＣでは、赤字下線部にマウスを合わせ、Ctrl キーを押しながら左クリックするとリンク先が表示されます。

スマホでは、QR コードを読み取ると、リンク先が表示されます。

★カトリック中央協議会 日本カトリック難民移住移動者委員会

緊急署名「難民を虐げ、在留資格のない人の命を危うくする、 入管法改悪に反対

します！」 | 日本カトリック難民移住移動者委員会（J-CaRM） (jcarm.com)

第１次締切 ２月末 第２次締切 ３月末 オンライン/署名用紙どちらもあります。

★カトリック中央協議会 カリタスジャパン

トルコ南東部地震救援募金 受付開始 – Caritas Japan

郵便振替：００１７０－５－９５９７９

加入者名：宗教法人カトリック中央協議会 カリタスジャパン

★カトリック中央協議会

ともに暮らす家を大切にする旅 『ラウダート・シ』公布から 5 年 | カトリック

中央協議会 (catholic.jp)

170 ページに及ぶこの冊子は、回勅『ラウダート・シ』の実践版。ともに暮らす家を大

切にするわたし達旅人に向けられた指南書のです。

四旬節を過ごす中で、「いくつかの勧め」を実践してみませんか。

【 3/3 公開講演会-ZOOM】

★日本カトリック正義と平和協議会 *要申込 締切3/2（木）

2023 年 全国会議 公開講演会「世界と日本の教会のジェンダー意識」

（2023.3.3 オンライン） | 日本カトリック正義と平和協議会 (jccjp.org)

●中国新聞

外国人被爆者の全容、今も不明【広島サミット 原点の地で】＜７＞【動画】 |

中国新聞デジタル (chugoku-np.co.jp)

ラサール神父様の世界平和記念聖堂での講演会の貴重な動画を、見ることが出来ます。

「世界平和の出発は、自分のこころの中の平和から。」

【広島地区】

●広島ＹＷＣＡカンナの会 『夏の花（原民喜著）』フィールドワークのご案内

3月4日（土）１３：３０世界平和記念聖堂集合 １６：００東照宮解散

参加費300円 雨天決行・悪天の場合は中止です。縮景園は入らず対岸を歩きます。

申込・問合せ先：広島YWCA 難波郁江さん 090-8998-6368

https://www.jcarm.com/2023/01/27/3041/
https://www.jcarm.com/2023/01/27/3041/
https://www.caritas.jp/2023/02/10/6084/
https://www.cbcj.catholic.jp/2023/02/21/26533/
https://www.cbcj.catholic.jp/2023/02/21/26533/
https://www.jccjp.org/archives/2853.html
https://www.jccjp.org/archives/2853.html
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/271563
https://www.chugoku-np.co.jp/articles/-/271563


チャレンジコラム vol.7 『考えようＬＳＧｓ』—エコロジカルな霊性

援助修道会 橋本晶子

四旬節に入りました。祈りと節制と愛の業に励むこの季節は、エコロジカルな霊性を深める、恵みの時

でもあります。

「心の平和は、エコロジーや共通善を大切にすることと密接にかかわっています。なぜなら心の平安が

真に味わい尽されるならば、人生についてより深く理解させてくれる、驚くという力を備えた調和あるラ

イフスタイルにそれが表れるからです。」（『回勅 ラウダ—ト・シ』第6章225項）

教皇フランシスコは、猛烈な活動へと駆り立て、多忙さを感じさせる深刻な不安定さから、落ちついた

調和を回復するようにと促しています。それは、イエスがそのような落ち着きと注意深さのなかで、全て

の出来事に向き合ったからでしょう。

先日、静かな山間の農村を訪れる機会がありました。薪ストーブを焚き、その上でご飯が炊かれます。

困った方から助けを求められれば、みんなで助けに行き、新しい方が来られれば歓迎するコミュ二ティー

がそこにはありました。一つひとつ時間がかかります。それでも、何か温かさと、幸せが漂う関わりを体

験しました。落ち着いた調和とは、何もしないでじっとしていることではありません。しかし、識別のた

めにイエスのように立ち止まり、見つめ、触れ、祈る静かなプロセスを必要とするのだと思います。

「霊性」という言葉は、難しく感じますが「心のあり方」と私は考えています。わからなくなったとき

は、イエスを見つめます。イエスはどのようなことに心を動かし、行動し、祈っていたのか。そのように

イエスを見つめると、おのずと、自分自身が的外れな状態にいることに気づくのです。

この四旬節の間、心の平和を願い、癒しを願う旅を続けましょう。私たちの心が、よりイエスに触れて

いくとき、被造界との調和にも、優しさのうちに開かれていくのでしょう。

薪を囲んでの分かち合いを

青年数人と行いました。

薪を囲むことで、なぜか

落ち着き、癒されるひとときでした。

Sr橋本「チャレンジLSGｓ」の分かち合いを始めています。2023年５月までの日曜日に、小さなグル

ープでの分かち合いやワークショップ等、様々な要望に応じています。（無料）

◎申込みは、社会司牧担当まで↓↓↓

★子どもと女性の人権擁護デスクより

教会内でのハラスメント相談受付中
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